




り巣に振動などの刺激を与えると,オオスズメ

バチは自分の巣を守るのと同じように激しく相

手を攻撃するので,十分な注意が必要である.

②ニホンミツバチでは,越冬後の育児は原則と

して前年の巣を噛りとった後の空間に作られた

新しい巣板で行なわれる.屋根裏などの大きな

巣では,働き蜂が噛り落とした巣の残浮が,巣

下に数cmの厚さで堆積する.それらには蜂ノ

スッヅリガなどの幼虫が集団発生し,残浮を食

べ尽くすが,問題はその後である.

このガの幼虫は桶化の際には,数十～数百頭

の幼虫が集団で隙間に潜り込んだり,板や木材

を噛って帰化のため空間をつくり,互いに連結

した繭を紡いで蛸化する.そのため天井板や柱

'などの木材では,数百頭から時にそれ以上の数

の老熟幼虫によって表面より数mmから,時

に2-3cmの深さまで噛り取られて,孔をあ

けられることがある,

(参屋根裏のミツバチの巣は,夏季の高温時には,

巣板の一部がちぎれて落下すると,天井板など

が蜜や溶けた蜂ろうで汚染され さらにそこから

室内や壁などにハチミツが流れ出ることもある.

巣の材料となっている蜂ろうは,融点がニホ

ンミツバチもセイヨウミツバチも63-65℃

であるが,35℃以上の高温が続くと,巣が軟

化するだけでなくハチミツが膨張し,時には蜜

房が壊れることもあるので,数kg以上もある

巣の重量を支えきれなくなってしまう.

ハチミツは巣の最上部にまとめて貯蔵されて

いることが多く,巣全体にかかる加重を軽くし

ている.しかし屋根裏では巣の固着している屋

根板などからの熱が直接巣の基部に伝わってく

るので,巣の上部は特に温度が高くなりやすい.

ミツバチは巣塩を35℃前後に保つ能力がある

が,高温時の冷却は外から運んできた水を扇風

により気化させる方法しかない.近くに水の採

取場がなかったり,多湿状態の時は,巣全体の

冷却は困難となって,巣の温度が上昇してしま

うのである.

3)活動制約一乗物の運行停止

ミツバチによって,人々の活動が阻害された
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り,制約を受ける例として,しばしばマスコミ

で報道されているものに,航空機や電車へ分蜂

群が飛来して,運行が一時的に停止する場合が

ある.

航空機では,1980年に成田空港で旅客機の

ジェットエンジンの吸気口にセイヨウミツバチ

の分蜂群が集結したため,ホースで水をかけて

大騒ぎとなった様子がテレビで放映された (井

上 ･江崎,1980).

福岡空港や札幌空港 (新千歳空港)などでも,

出発予定便やその周辺に分蜂群とみなされるセ

イヨウミツバチの大群が飛来したというテレビ

や新聞報道等を,1985年以降でも4回ほど筆

者自身が目にしている.こうした場合,乗客の

安全やエンジントラブルを防ぐため,急遠搭乗

ゲートを変更したり,空港関係者らが殺虫剤を

撒布して駆除したため,出発時刻が遅れるなど

の影響がでている,

一方,大阪市内を走るJR環状線の電車では,

2003年4月に,ニホンミツバチの群れが電車

内に飛び込んだため,電車が一時的に運休した

という (菅原,2003).

こうした分蜂群による騒動とは異なり,トラ

ックで移動中のミツバチの巣箱が追突事故によ

り破損して,ミツバチが逃げ出したため,高速

道路が3時間にわたって閉鎖された例がある.

これは 1981年7月30日付けの朝日新聞に

よるもので,京都市内の名神高速道路で,北海

道へ移動するミツバチ 120巣箱が追突の被害

にあったという.事故処理にあたった交通警察

隊や道路公団の職員9人が刺されたが,逃げ

た蜂は5時間後に京都府家畜保健所などの協

力によって回収されている.

4)汚染一脱糞とその被害

ミツバチは正常な状態では,自分達の巣内で

はけっして脱糞をせず,巣の外に出て飛行しな

がら排他をする.越冬直後や降雨が続いたあと

では,巣の近くで行なわれることが多く,多数

の蜂の糞が,建物の壁,車両,干している布団

や洗濯物などに集中して排推される.特に色彩

的に白または白っぽいものは集中的に排浬場所
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としてねらわれることが多く,ベランダに干し

てある1枚のシーツに数百の糞が撒き散らさ

れることもあり,折角の洗濯物が台無しの被害

を受ける (松浦,1988).

ミツバチの糞は茶褐色のドロドロとした軟便

で,直径3-4mm,長さ4-6mmから時

に 1cm位に伸び,粘着性があるのでべっとり

と付着し,排泄直後では悪臭を放つ.糞をよく

見ると,細かい花粉粒が沢山含まれている.働

き蜂は育児シーズンになると幼虫の食物を体内

でつくるために,花粉房に貯えられている花粉

を多量に摂食する.それらの花粉の一部は消化

されないまま花粉粒の形で腸内に残り,消化さ

れた花粉の残樺などとともに,直腸から空中に

勢いよく排推される.

越冬明けが近い2-3月に,巣内にいるミ

ツバチの腹部を開くと,腹部いっぱいに膨れ上

がった直腸には,未消化の花粉粒を多量に含ん

だ黄褐色の軟便がびっしりと詰まっている.描

に,北海道や東北などの寒冷地では,冬の間は

巣外へ出る機会がほとんどないから,蜂は早春

の晴れた日には一斉に巣から飛び出して,それ

まで我慢していた大量の糞を一息に巣箱付近の

空中に放出するのである.

本州以南では,梅雨の時期に数日間雨が降り

続くと,蜂は活動が抑えられたあとの晴れた日

に待ち兼ねたように脱糞をする.特に,育児の

盛んな3月から6月頃までが年間を通じて最

も多い.一方本州以南ではセイタカアワダチソ

ウなどが開花して越冬蜂が育てられる10月に

も再び脱糞が増えるが,この時期には巣を離れ

た場所に分散して行なわれる傾向があり,春ほ

どにはひどくない.

横浜市のある市営住宅では,住宅の間を飛び

交うミツバチによって洗濯物への糞害に3年

間も悩まされていたという.住宅自治会の要望

で調査したところ,石垣の内部にあったニホン

ミツバチの自然巣が原因とわかり,巣の入口を

閉じて駆除したという (吉田,2000).

また,2001年5月,ミツバチの脱糞につい

て ｢空から街を襲う謎の物体大追跡｣として,

民間のテレビで2回にわたって大きく取り上

げられたことがある,こうした報道をきっかけ

に,それまで原因不明であった車両や洗濯物の

汚損がミツバチの糞によるものではないかと

いう問い合わせや質問が養蜂家や保健所など

に増えてきている.

セイヨウミツバチの養蜂家団体である日本養

蜂協会会員へのアンケート調査では,脱糞に関

して以下に述べるような詳しい報告がある (赤

松 ･中村,2002).

それによると糞に関して苦情を受けたことが

あるのは回答者 193名中85名 (44%)とい

う高い比率で,北海道から九州まで市街地周辺

における養蜂上の普遍的な問題となっている.

ミツバチの糞について,住民から苦情を受

けたのは,1955以前は年に数件に過ぎなかっ

たが,1956-1993年では20件前後となり,

1994-2000年にはさらに40件前後に増加

して,都市化の進行に伴ない糞に関する苦情は

養蜂上の新しい問題となっている.

セイヨウミツバチの場合,養蜂家の飼ってい

る蜂による糞の汚損は,車両と洗濯物が圧倒

的に多く,苦情主も多くは個人である.また車

両を展示して販売する企業や蜂場周辺に駐車

場を持つ企業や個人などもある.建物や農産物

への汚損もあり,海外では花井栽培農家などが

苦情主となっている例がある.個人からの苦情

は,通常,行政 (環境衛生課など)などの公的

機関が取り扱い,そうした機関から養蜂家へ申

し入れがあるというのが一般的である.

養蜂家が苦情を受けた時期は,ミツバチの育

児が盛んな3月の早春から梅雨期までが多く,

盛夏になると減少し,秋期に若干増加する.こ

れはミツバチの生理的な問題 (蜂児生産が盛ん

な時期が花粉の消費が多い-糞の形成量が多

い)および天候要因 (雨や寒気によって脱糞が

制限される-特定の日に脱糞が集中しやすい)

によると考えられている.

蜂場から汚損場所までの距離は100m未満

が最も多かったが,500mを超えた場合もあ

り,糞による汚損の範囲は広範囲に及ぶ.特に

市街地では田園地帯より遠距離でも苦情が発

生しているが,これは市街地の方が蜂場から



遠距離まで住宅地があり,苦情を申し立てる住

民が多いからと言われている.また蜂群数が増

加するほど遠距離でも苦情が発生する傾向があ

り,これもミツバチの飛行範囲の拡大よりは,

蜂群が増えることで糞の量も増えるためと考え

られる.

苦情を経験した養蜂家のうち,日蜂協会員で

は80%,神奈川県内の養蜂家では94%が苦情

を放置せず,何らかの形で対処している.その

方法としては,蜂場の移転 (55%)が最も多く,

次いで飼育群数の縮少 (27%) となっている.

裁判で係争中や,損害賠償をした例,苦情をき

っかけに廃業する養蜂家もおり,養蜂経営にと

って無視できない影響を与えている.また神奈

州県内では,3割を超える養蜂家が自分の生産

物を近所などに配布をして,日頃から養蜂への

理解を得るために努力しているという.

ミツバチの ｢糞公害｣は,都市とその近郊の

養蜂にとって負担の大きい問題となっている

が,この報告では,決定的な防止策がない現状

では,蜂群を移動したときや,雨天の続いた後

の暗天日には,糞による汚損の可能性について

近隣に周知しておくことも,事前にトラブルを

防ぐ一助にはなるだろうと述べている (赤松 ･

中村,2002).しかしながら住民の各種の公害

に対する意識が高まり,根本的には発生源をな

くするという認識が一般化している現状では,

欧米のように市街地における飼育群数は条例な

どによってある程度制限される可能性がある.

(〒51418507津市上浜町 1515

三重大学生物資源学部)

引用文献

赤松えり子･中村純.2002 ミツバチ科学23(汁

5-ll

福田道弧 1988ミツバチ科学9(3):127-130

井上敦夫･江崎恭允.1980生活と環境 25(1け
23-31.

亀井昭夫･小菅皇夫･小曽根恵子.2002 ミツバチ科

学 23(1):12-16

吉良静男･加藤松男.1980生活と環境25(ll)
23-31.

草間岳彦.2002.ハナバチ談話会ニュースレター

(4):19.

松浦誠.1988 社会性蜂の不思議な社会.どうぶつ

205

礼 東京.261pp

松浦誠.2002.スズメバチを食べる一昆虫食文化を

訪ねて.北海道大学図書刊行会,札幌.322pp.

松浦誠.2003ミツバチ科学24(2)･49-60.

松崎沙和子･武街和雄.1993都市害虫百科.朝倉書

風 東京.236pp.

小畑博美机 1989.ミツバチ科学 10(4):171-174.

岡EE7-吹.1985.遺伝 39(10)58168

酒井哲夫･小野正人･小林伸一･佐々木正己.1993.ミ

ツバチ科学 14(1):13-22

佐 木々正己 1999ニホンミツバチ.梅酢社,東京.

191pp

菅原道夫.1998ミツバチ科学19(1)37-41.

菅原道兎 2000ミツバチ科学21(I)135-39

菅原道夫.2003昆虫と自然38(10)･8-ll.

山内博美.2002名古屋市生活衛生センターの活

動 (平成 13年度).名古屋市生活衛生センター,

pp53-54.

吉田忠晴.2000ニホンミツバチの飼育法と生態.

玉川大学出版部,東京.135pp

MAKOTOMATSUURA･Biologyandcontrolorsoclal

waspsandbeesinurbanenvironmentslll･Lirecycle

characterlSticsoFApJ'smeJll'FeraandAceranain

urbanareas,withanoteonsometroublescausedby

thehoneybeesinJapan･HoneybeeScience(2003)

24(4):195-207･FacultyoFBioresources,MleUn卜

versity,Tsu.MLe.514-8507Japan

************************************

お詫びと訂正

本連載第 1回 (本誌 24巻 2号)57頁右欄22-26

行目に誤りがありましたので,お詫びして,以下の

ように訂正します.

誤 :｢スズメバチは市内各地域の保健所が対応してい

たが,1995年に市防疫センター (現在は生活衛生セ

ンター)が設立されてからは,保健所が窓口となり,

同センターが中心になって巣を取り除いている.｣

1

正 :｢スズメバチは1983年7月からは市内各地域の

保健所が窓口となり,市防疫センター (1995年に生

活衛生センターと改称)が中心になって巣を取り除

いている.｣


